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仮
名
の
用
法
と
語
音
排
列
則
と
の
関
係
性 

―
―
中
尾
本
『
奥
の
細
道
』
に
お
け
る
一
考
察
―
― 

本
間 

啓
朗 

 
 
 
 

 

一
、
研
究
の
目
的 

  

本
稿
で
述
べ
る
と
こ
ろ
の
仮
名
の
用
法
と
は
、
仮
名
を
ど
の
よ
う
に
用
い

る
か
と
い
う
、
所
謂
「
広
義
の
仮
名
遣
」
を
指
す
。
そ
の
意
味
で
の
仮
名
の

用
法
研
究
に
お
い
て
は
、
殊
に
、
仮
名
が
ど
の
よ
う
に
使
い
分
け
ら
れ
て
い

る
か
と
い
う
こ
と
を
中
心
に
考
察
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
研
究

に
お
い
て
報
告
さ
れ
て
い
る
使
い
分
け
は
、
お
お
む
ね
次
の
通
り
で
あ
る
。 

  

①
自
立
語
と
付
属
語
と
で
字
体
を
使
い
分
け
る 

 

②
語
頭
と
非
語
頭
と
で
字
体
を
使
い
分
け
る 

 

③
特
定
の
語
に
特
定
の
字
体
を
使
用
す
る 

 

④
行
頭
・
行
末
に
特
定
の
字
体
を
使
用
す
る 

 

⑤
同
一
音
節
が
隣
接
し
た
際
に
、
同
一
字
体
の
使
用
を
避
け
る 

 

⑥
同
一
音
節
が
同
じ
行
に
存
す
る
際
に
、
同
一
字
体
の
使
用
を
避
け
る 

  

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
使
い
分
け
は
、
当
該
文
献
の
総
て
の
音
節
に

お
い
て
看
取
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
佐
々
木
勇
氏
が
指
摘
す
る

如
く
、
多
く
の
仮
名
文
献
を
通
じ
て
字
体
が
一
種
し
か
な
い
音
節
が
見
う
け

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
１
）
。
ま
た
、
用
い
ら
れ
る
字
体
の
種
類
が
複
数
で
あ
っ

て
も
、
字
体
を
使
い
分
け
な
い
こ
と
も
少
な
く
な
い
。 

 

こ
れ
ま
で
は
、
字
体
を
使
い
分
け
る
こ
と
の
意
味
付
け
に
力
が
傾
注
さ
れ

て
き
た
。
よ
っ
て
、
こ
の
字
体
を
使
い
分
け
な
い
こ
と
に
対
す
る
説
明
は
、

未
だ
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

上
記
の
使
い
分
け
の
う
ち
、
③
～
⑥
は
、
ど
の
音
節
に
お
い
て
も
生
じ
得

る
使
い
分
け
で
あ
る
（
２
）
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
右
記
の
如
く
字
体
を
使
い
分

け
な
い
音
節
が
存
す
る
要
因
は
、
何
な
の
か
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
筆
者

は
、
次
の
要
因
を
仮
定
し
て
み
た
い
。 

 

そ
れ
は
、
語
音
排
列
則
、或
い
は
頭
音
法
則
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
（
３
）
。

語
音
排
列
則
と
は
、
奈
良
時
代
の
和
語
に
お
い
て
、
ア
行
音
は
自
立
語
の
語

頭
に
し
か
立
た
な
い
、
ラ
行
音
は
自
立
語
の
語
頭
に
立
た
な
い
、
濁
音
は
自

立
語
の
語
頭
に
立
た
な
い
と
い
う
原
則
に
つ
い
て
い
う
も
の
で
あ
る
（
４
）
。 

 

こ
れ
ら
の
原
則
の
う
ち
、
仮
名
（
万
葉
仮
名
を
除
く
）
は
、
濁
音
専
用
仮

名
を
持
た
な
い
た
め
、
仮
名
の
用
法
に
関
わ
る
原
則
は
、
ア
行
音
と
ラ
行
音

に
つ
い
て
の
文
字
や
語
句
と
換
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
中
尾
本
『
奥
の
細
道
』（
以
下
、『
奥
の
細
道
』）
を

調
査
対
象
文
献
と
し
（
５
）
、
ア
行
音
と
ラ
行
音
の
仮
名
の
用
法
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
通
じ
て
自
立
語
と
付
属
語
、
語
頭
と
非
語
頭
と
で
字
体
を
使
い
分



音節 字体 語頭 語中 語末 語頭 語中 語末 一音節 計
可① 57 126 9 3 3 43 241
可② 34 29 3 2 2 3 73
か 4 1 5
し 5 51 104 26 17 23 226
志 41 6 8 55
多① 13 64 17 23 117
堂 11 7 1 13 32
多② 5 2 1 8
た 4 2 6
と 16 26 13 5 6 9 123 198
登 2 1 4 8 10 71 96
止 15 1 16
尓 1 9 1 183 194
丹 11 12 98 121
耳 10 76 86
に 1 16 47 64
年 5 10 15
ね 1 1 2
ふ 8 12 57 77
婦 17 9 1 27
へ 5 28 11 4 6 3 57
遍 1 2 4 1 8
む 22 6 8 1 37
無① 1 6 7
舞 1 2 3
無② 1 1 2
も 4 69 73
毛① 26 18 44
毛② 22 8 2 1 33

表１

ニ

ネ

フ

ヘ

ム

モ

シ

自立語 付属語

タ

ト

カ

け
る
こ
と
に
、
語
音
排
列
則
が
影
響
を
与
え
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
考
察

す
る
。 

 

前
稿
に
お
い
て
筆
者
は
、
蓬
左
文
庫
蔵
『
源
平
盛
衰
記
』
（
以
下
、
『
盛
衰

記
』）
の
一
部
の
音
節
を
調
査
対
象
と
し
て
、
仮
名
の
用
法
に
つ
い
て
卑
見
を

述
べ
た
（
６
）
。
し
か
し
、
当
該
文
献
に
お
け
る
仮
名
の
用
法
が
、
成
立
時
の
も

の
か
書
写
時
の
も
の
か
を
特
定
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、『
盛
衰

記
』
の
仮
名
の
用
法
に
つ
い
て
比
較
・
検
討
を
行
う
一
資
料
と
し
て
、
近
世

の
文
献
で
あ
る
『
奥
の
細
道
』
を
調
査
対
象
と
し
た
（
７
）
。 

  
 

二
、
研
究
の
方
法 

  

当
該
研
究
に
お
い
て
は
、『
奥
の
細
道
』
か
ら
抽
出
し
た
用
例
を
次
の
観
点

か
ら
分
類
を
行
う
。 

 

ａ
．
字
体 

ｂ
．
自
立
語
と
付
属
語 

ｃ
．
語
の
中
で
の
位
置
（
語
頭
・
語
中
・
語
末
） 

  

こ
れ
ら
の
観
点
を
基
に
、
本
文
献
に
お
い
て
自
立
語
と
付
属
語
、
語
頭
と

非
語
頭
と
を
使
い
分
け
る
仮
名
の
用
法
が
看
取
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
考

察
し
、
次
い
で
、
ア
行
音
と
ラ
行
音
に
つ
い
て
考
察
し
て
比
較
・
検
討
を
行

っ
て
い
く
。 

 

な
お
、
本
稿
末
尾
に
本
文
献
の
仮
名
字
体
表
【
資
料
①
】
と
、
右
記
の
観

点
か
ら
全
音
節
を
分
類
し
た
表
【
資
料
②
】
を
付
し
た
。
一
音
節
の
語
に
つ

い
て
は
、
自
立
語
は
語
頭
に
分
類
し
、
付
属
語
は
一
音
節
の
助
詞
と
し
て
別

仕
立
て
と
し
た
。 

 

各
字
体
の
表
記
は
、【
資
料
①
】
の
仮
名
字
体
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
現
行

の
平
仮
名
に
近
い
と
判
断
し
た
も
の
は
当
該
の
平
仮
名
で
表
記
し
、
そ
れ
以

外
は
字
母
の
漢
字
で
表
記
し
て
「 

」
に
包
ん
で
示
し
た
。
同
一
字
母
が
複

数
あ
る
場
合
は
、
用
例
数
の
多
い
順
に
番
号
を
付
し
た
。
ま
た
、
各
音
節
を

表
記
す
る
際
は
、
片
仮
名
を
『 

』
に
包
ん
で
示
し
た
。 

ま
た
、
本
稿
に
お
い
て
考
察
対
象
と
す
る
字
体
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、

仮
名
字
体
表
か
ら
除
外
し
た
も
の
が
あ
る
。
第
一
に
、
「
ハ
」
「
ミ
」
を
除
く

片
仮
名
で
表
記
さ
れ
る
字
体
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
殆
ど
が
漢
字
に
付
随
し
活

用
語
尾
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
正
し
く
片
仮
名
の
基
本
的
な

性
質
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
第
二
は
、
用
例
が
一
例

し
か
看
取
さ
れ
な
い
字
体
で
あ
る
。 

  
 

三
、
字
体
を
使
い
分
け
る
音
節 

             



音節 字体 語頭 語中 語末 語頭 語中 語末 一音節
可① 23.7% 52.3% 3.7% 1.2% 1.2% 17.8%
可② 46.6% 39.7% 4.1% 2.7% 2.7% 4.1%
か 80.0% 20.0%
し 2.2% 22.6% 46.0% 11.5% 7.5% 10.2%
志 74.5% 10.9% 14.5%
多① 11.1% 54.7% 14.5% 19.7%
堂 34.4% 21.9% 3.1% 40.6%
多② 62.5% 25.0% 12.5%
た 66.7% 33.3%
と 8.1% 13.1% 6.6% 2.5% 3.0% 4.5% 62.1%
登 2.1% 1.0% 4.2% 0.0% 8.3% 10.4% 74.0%
止 93.8% 6.3%
尓 0.5% 4.6% 0.5% 94.3%
丹 9.1% 9.9% 81.0%
耳 11.6% 88.4%
に 1.6% 25.0% 73.4%
年 33.3% 66.7%
ね 50.0% 50.0%
ふ 10.4% 15.6% 74.0%
婦 63.0% 33.3% 3.7%
へ 8.8% 49.1% 19.3% 7.0% 10.5% 5.3%
遍 12.5% 25.0% 50.0% 12.5%
む 59.5% 16.2% 21.6% 2.7%
無① 33.3% 66.7%
舞 14.3% 85.7%
無② 50.0% 50.0%
も 5.5% 94.5%
毛① 59.1% 40.9%
毛② 66.7% 24.2% 6.1% 3.0%

表２

ム

モ

ニ

ト

ネ

フ

ヘ

自立語 付属語

カ

シ

タ

音節 字体 語頭 語中 語末 語頭 語中 語末 一音節 計
ア あ 111 8 119
イ い 49 5 1 4 59
ウ う 20 7 9 36

衣① 1 8 9
え 1 8 9
お 32 1 33
於 7 7

表３
自立語 付属語

オ

エ

              

表
１
は
、
末
尾
に
掲
げ
た
【
資
料
②
】
よ
り
、
自
立
語
と
付
属
語
、
語
頭

と
非
語
頭
の
使
い
分
け
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
音
節
を
抜
粋
し
た
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
表
２
は
そ
の
使
用
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

表
１
・
表
２
に
掲
げ
た
音
節
の
う
ち
、
自
立
語
と
付
属
語
の
使
い
分
け
と

考
え
ら
れ
る
も
の
は
、
自
立
語
「
む
」
と
付
属
語
「
無
①
」
「
舞
」
「
無
②
」

と
の
使
い
分
け
、
『
モ
』
の
自
立
語
「
毛
①
」
「
毛
②
」
と
付
属
語
「
も
」
と

の
使
い
分
け
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
語
頭
と
非
語
頭
の
使
い
分
け
は
、『
カ
』

の
語
頭
「
か
」
と
非
語
頭
「
可
①
」
、『
シ
』
の
語
頭
「
志
」
と
非
語
頭
「
し
」
、

『
タ
』
の
語
頭
「
多
②
」
「
た
」
と
非
語
頭
「
多
①
」
、
『
ト
』
の
語
頭
「
止
」

と
非
語
頭
「
と
」「
登
」
、『
フ
』
の
語
頭
「
婦
」
と
非
語
頭
「
ふ
」
の
使
い
分

け
が
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

『
ニ
』
『
ネ
』
『
ヘ
』
は
敢
え
て
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
表
１
か

ら
分
か
る
よ
う
に
、「
に
」「
ね
」「
遍
」
に
お
け
る
自
立
語
の
語
頭
で
の
用
例

は
、
一
例
し
か
看
取
さ
れ
な
い
た
め
で
あ
る
。 

 

と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
字
体
は
当
該
音
節
に
お
い
て
、
唯
一
自
立
語
の
語

頭
で
用
い
ら
れ
る
字
体
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
音
節
に
お
い
て

も
、
語
頭
と
非
語
頭
と
で
字
体
を
使
い
分
け
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
文
献
に
お
い
て
も
自
立
語
と
付
属
語
、
語
頭
と
非

語
頭
と
で
字
体
を
使
い
分
け
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。 

 

で
は
、
こ
の
よ
う
な
使
い
分
け
が
、
ア
行
音
や
ラ
行
音
に
お
い
て
看
取
さ

れ
る
か
否
か
、
以
下
分
析
・
考
察
を
行
っ
て
い
く
。 

  
 

四
、
ア
行
音
に
お
け
る
仮
名
の
用
法 

 

次
の
表
３
は
、
【
資
料
②
】
よ
り
ア
行
音
に
つ

い
て
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。 

表
を
一
瞥
す
る
と
分
か
る
よ
う
に
、
ア
行
音
に

は
自
立
語
と
付
属
語
、
語
頭
と
非
語
頭
と
で
字
体

を
使
い
分
け
る
傾
向
は
窺
わ
れ
な
い
。 

そ
れ
は
、
『
ア
』
『
イ
』
『
ウ
』
は
字
体
が
一
種

し
か
看
取
さ
れ
な
い
こ
と
と
、『
エ
』『
オ
』
は
複

数
の
字
体
が
用
い
ら
れ
る
も
の
の
、
各
字
体
が
多

用
さ
れ
る
「
語
の
中
の
位
置
」
が
同
じ
で
あ
る
こ

と
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

で
は
、
こ
れ
ら
の
音
節
が
、
語
音
排
列
則
の
傾

向
を
示
す
か
否
か
に
つ
い
て
見
る
と
、『
ア
』『
イ
』

『
オ
』
は
そ
の
殆
ど
が
語
頭
で
用
い
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
語
音
排
列
則
の
傾
向
を
示
し
て
い
る

と
い
え
る
。 

 

し
た
が
っ
て
、『
ア
』『
イ
』『
オ
』
は
語
頭
に
し
か
立
た
な
い
た
め
に
、
語



頭
と
非
語
頭
と
で
字
体
を
使
い
分
け
な
い
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
『
ウ
』
『
エ
』
か
ら
は
語
音
排
列
則
の
傾
向
は
見
出
し
難

い
。『
ウ
』
は
、
自
立
語
の
語
頭
と
非
語
頭
の
用
例
が
、
語
頭
二
〇
例
に
対
し

て
非
語
頭
一
六
例
と
拮
抗
し
、『
エ
』
は
自
立
語
の
語
末
で
多
用
さ
れ
る
た
め

で
あ
る
。
で
は
、
『
ウ
』
『
エ
』
が
語
音
排
列
則
に
相
反
す
る
傾
向
を
示
す
の

は
、
何
故
だ
ろ
う
か
。 

 

先
ず
、『
ウ
』
の
非
語
頭
の
用
例
を
見
る
と
、
複
合
語
に
お
け
る
後
部
要
素

先
頭
の
例
が
『
田
植
ウ
タ
』
一
例
、
『
散
ウ
セ
』
一
例
、
『
モ
ノ
ウ
サ
』
一
例

の
計
三
例
、
ハ
行
転
呼
音
に
よ
る
混
用
の
例
が
『
ア
ヤ
ウ
シ
』
の
二
例
、
音

便
の
例
が
『
ア
サ
マ
シ
ウ
』
『
ア
ヤ
シ
ウ
』
『
オ
カ
シ
ウ
』
『
覚
束
ナ
ウ
』
『
チ

カ
ウ
』
『
ツ
ヽ
カ
ナ
ウ
』
『
ハ
カ
〳
〵
シ
ウ
』
各
一
例
の
計
七
例
の
如
く
、
一

六
例
中
一
二
例
が
複
合
語
・
ハ
行
転
呼
音
・
音
便
に
よ
っ
て
『
ウ
』
が
非
語

頭
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

次
に
、『
エ
』
を
『
ウ
』
同
様
、
複
合
語
・
ハ
行
転
呼
音
・
音
便
の
観
点
か

ら
見
る
と
、
こ
れ
ら
に
該
当
す
る
の
は
一
八
例
中
、
ハ
行
転
呼
音
に
よ
る
混

用
の
『
カ
ヽ
エ
（
抱
）
』
一
例
、
『
伝
エ
』
一
例
の
計
二
例
の
み
で
あ
っ
た
。

残
り
一
六
例
は
、
総
て
ヤ
行
下
二
段
動
詞
の
未
然
形
・
連
用
形
や
そ
れ
を
語

構
成
要
素
と
す
る
名
詞
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
考

え
る
。 

音
声
・
音
韻
史
の
知
見
に
よ
れ
ば
、
語
頭
に
の
み
用
い
ら
れ
る
「
衣
」［e
］

と
語
頭
・
非
語
頭
何
れ
に
も
用
い
ら
れ
る
「
江
」
［je

］
と
は
、
奈
良
時
代
・

平
安
時
代
初
期
ま
で
は
音
声
・
音
韻
、
表
記
共
に
区
別
さ
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
、
音
声
・
音
韻
に
お
い
て
［e

］
と
［je

］
と
が
混
同
し
、
一
〇

世
紀
末
頃
に
は
、
語
頭
・
非
語
頭
何
れ
も
［je

］
に
統
一
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

表
記
に
お
い
て
も
語
頭
に
し
か
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
「
衣
」
が
、
非
語
頭
に

も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
８
）
。 

こ
れ
ら
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
ウ
』
『
エ
』
は
非
語
頭
に
用
い
ら
れ
る
の
だ

と
分
か
る
。
で
は
、
こ
れ
ら
の
音
節
に
お
い
て
、
語
頭
と
非
語
頭
で
字
体
を

使
い
分
け
な
い
の
は
何
故
な
の
か
、
探
っ
て
み
た
い
。 

先
ず
、『
ウ
』
に
つ
い
て
は
、
矢
田
勉
氏
に
依
れ
ば
「
代
表
的
な
字
体
は
勿

論
「
う
」
で
あ
る
が
、「
土
左
」
に
は
「
宇
」
が
「
う
」
と
拮
抗
す
る
頻
度
で

現
れ
て
い
る
。
（
中
略
）
し
か
し
、
「
延
喜
」
以
降
は
廃
れ
、
装
飾
的
な
字
体

と
し
て
も
ま
ず
用
い
ら
れ
な
い
。
」
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
、
「
土
左
」

と
は
、
定
家
本
・
為
家
本
・
青
谿
書
屋
本
『
土
左
日
記
』
の
総
称
、
「
延
喜
」

と
は
、
東
京
国
立
博
物
館
保
管
「
延
喜
式
紙
背
消
息
」
で
あ
る
。
な
お
、「
延

喜
」
の
筆
写
年
時
は
、
長
元
年
間
（
一
〇
二
八
～
一
〇
三
六
年
）
頃
と
さ
れ

る
（
９
）
。
ま
た
、
拙
稿
で
扱
っ
た
『
盛
衰
記
』
は
慶
長
一
六
（
一
六
一
一
）
年

書
写
で
、『
ウ
』
の
字
体
は
「
う
」
一
種
で
あ
っ
た
（
10
）
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
『
ウ
』
を
表
記
す
る
際
は
、
「
う
」
の
み
を
用
い
る
こ

と
が
通
常
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
慣
習
が
形
成
さ
れ
た
の

は
、『
ウ
』
が
基
本
的
に
自
立
語
の
語
頭
に
し
か
立
た
ず
、
語
頭
と
非
語
頭
と

で
字
体
を
使
い
分
け
る
必
要
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
（
11
）
。 

 

次
に
、『
エ
』
は
本
来
、
語
頭
・
非
語
頭
何
れ
に
も
用
い
ら
れ
る
音
節
で
あ

る
が
、
表
３
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
本
文
献
の
『
エ
』
に
は
語
頭
の
用
例
が

な
い
。
こ
れ
は
、『
エ
』
が
自
立
語
の
語
頭
に
立
つ
語
は
、
総
て
漢
字
表
記
か

「
ゑ
」
が
選
択
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
エ
』
が
、
自
立
語
の

語
頭
に
立
つ
語
全
一
五
例
の
う
ち
、
漢
字
表
記
が
『
江
（
エ
）
』
四
例
、
『
得

（
エ
）
』
一
例
、『
遥
遙
（
エ
ウ
エ
ウ
）
』
一
例
、『
窅
然
（
エ
ウ
ゼ
ン
）
』
一
例
、

『
栄
耀
（
エ
エ
ウ
）
』
一
例
、
『
枝
（
エ
ダ
）
』
一
例
、
『
謁
（
エ
ツ
）
ス
』
一

例
、『
江
戸
（
エ
ド
）』
一
例
、『
縁
記
（
エ
ン
ギ
）』
二
例
、『
延
喜
式
（
エ
ン

ギ
シ
キ
）
』
一
例
、
「
ゑ
」
表
記
が
『
ヱ
ゾ
（
蝦
夷
）
』
一
例
の
如
く
で
あ
る
。

よ
っ
て
、『
エ
』
に
お
い
て
字
体
を
使
い
分
け
な
か
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

 

以
上
、
ア
行
音
に
お
い
て
自
立
語
と
付
属
語
、
語
頭
と
非
語
頭
と
で
字
体

を
使
い
分
け
る
か
否
か
を
考
察
し
た
結
果
、『
エ
』
の
よ
う
な
一
部
例
外
は
あ



る
も
の
の
、
総
じ
て
語
音
排
列
則
に
基
づ
く
原
則
、
す
な
わ
ち
付
属
語
を
構

成
し
な
い
こ
と
や
非
語
頭
に
立
た
な
い
と
い
う
原
則
が
、
字
体
の
使
い
分
け

を
制
限
す
る
一
大
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
た
。 

 

と
こ
ろ
で
、
本
文
献
に
お
い
て
、
ア
行
音
が
自
立
語
と
付
属
語
、
語
頭
と

非
語
頭
と
で
字
体
を
使
い
分
け
な
い
の
だ
と
す
れ
ば
、
『
エ
』
『
オ
』
に
は
何

故
複
数
の
字
体
が
存
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
『
エ
』『
オ
』
に
つ
い
て
、

各
字
体
が
構
成
す
る
文
字
列
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
み
る
。
す
る
と
、
『
エ
』

に
は
、
字
体
ご
と
に
特
定
の
文
字
に
接
続
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
。 

 

『
エ
』
の
各
字
体
の
う
ち
、「
衣
①
」
が
構
成
す
る
文
字
列
は
、
全
九
例
中

『
オ
ボ
エ
（
覚
）
』
一
例
、
『
タ
エ
（
絶
）
』
一
例
、
『
伝
エ
』
一
例
、
『
見
エ
』

五
例
、
『
見
エ
カ
ク
レ
』
一
例
で
あ
っ
た
。
以
下
に
用
例
を
示
す
。 

 

〈
用
例
１
〉
の
木
陰
に
世
を
い
と
ふ
人
も
稀
〳
〵
見
「
衣
①
」
侍
り
て
落 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

（
六
丁
裏
・
２
行
目
） 

 

こ
れ
に
対
し
て
、
「
え
」
が
構
成
す
る
文
字
列
は
全
九
例
中
、
『
緒
タ
エ
ノ

橋
』
一
例
、
『
カ
ヽ
エ
（
抱
）
』
一
例
、
『
聞
コ
エ
』
一
例
、
『
キ
コ
エ
（
聞
）
』

一
例
、
『
コ
エ
（
越
）
』
四
例
、
『
コ
ヽ
エ
（
凍
）
』
一
例
で
あ
る
。
以
下
に
用

例
を
示
す
。 

 〈
用
例
２
〉
白
川
の
関
こ
「
え
」
む
と
そ
ヽ
ろ
か
ミ 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

 

（
一
丁
表
・
12
行
目
） 

〈
用
例
３
〉
息
絶
身
こ
ヽ
「
え
」
て
頂
―

上
に
至
れ
は 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

 

（
二
〇
丁
裏
・
３
行
目
） 

  

「
衣
①
」
と
「
え
」
と
が
接
続
す
る
文
字
を
比
較
す
る
と
、
「
衣
①
」
は
、

九
例
中
七
例
が
漢
字
に
接
続
す
る
傾
向
が
看
取
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
え
」

は
、
九
例
中
二
例
が
躍
字
「
ヽ
」、
六
例
が
平
仮
名
「
こ
」
に
接
続
す
る
傾
向

が
看
取
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、『
エ
』
は
上
接
す
る
文
字
に
よ
っ
て
字
体
を
使

い
分
け
る
傾
向
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
唯
一
共
通
す
る
文
字
列
は
、『
タ
エ
』

と
い
う
文
字
列
で
あ
る
。
以
下
に
用
例
を
示
す
。 

 

〈
用
例
４
〉
な
し
古
例
今
に
た
「
衣
①
」
す
神
前
に 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

（
三
〇
丁
表
・
９
行
目
） 

 

〈
用
例
５
〉
緒
た
「
え
」
の
橋
な
と
聞
伝
え
て
人
跡 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

（
一
五
丁
表
・
12
行
目
）  

 
何
れ
も
用
例
は
こ
の
一
例
ず
つ
で
あ
り
、
前
述
の
傾
向
を
覆
す
ほ
ど
の
も

の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
字
体
を
使
い
分
け
る
要
因
と
し
て
は
、
次
の
二

点
が
考
え
ら
れ
る
。 

 

一
つ
目
は
、
誤
読
を
防
ぐ
た
め
の
処
置
で
あ
る
。〈
用
例
４
〉
傍
線
部
「
多

①
衣
①
」
は
、
文
字
の
大
き
さ
こ
そ
違
う
も
の
の
、〈
用
例
２
〉
の
行
末
の
「
ミ
」



音節 字体 語頭 語中 語末 語頭 語中 語末 一音節 計
良 49 39 14 1 8 111
ら 2 3 1 2 8
り 21 95 90 3 209
里 2 18 3 1 24
梨 3 1 4
る 33 98 1 33 15 180
流 14 7 3 24
類 4 1 1 6
禮① 5 46 14 9 74
連 3 36 10 4 53
れ 2 22 1 4 29
礼 1 1 1 3
ろ 11 6 17
路 1 1 2

ロ

表４
自立語 付属語

ラ

リ

ル

レ

の
字
形
に
類
似
し
て
い
る
。
ま
た
、〈
用
例
４
〉
の
「
多
①
」
は
、〈
用
例
２
〉

〈
用
例
３
〉
の
「
こ
」
と
字
形
が
類
似
す
る
。
し
た
が
っ
て
、「
こ
」
に
「
衣

①
」
が
接
続
す
る
と
、
「
ミ
」
と
誤
読
さ
れ
る
可
能
性
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
本
文
献
で
は
踊
字
「
〻
」
が
次
の
よ
う
に
表
記
さ
れ
る
場
合
が
あ

る
。 

 

〈
用
例
６
〉
か
ふ
る
も
の
は
日
「
〻
」
旅
に
し
て 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
一
丁
表
・
４
行
目
） 

 

躍
字
「
ヽ
」
に
「
衣
①
」
が
接
続
し
た
場
合
、
〈
用
例
６
〉
の
躍
字
「
〻
」

と
字
形
が
類
似
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「
ミ
」
や
「
〻
」

に
誤
読
さ
れ
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
に
、「
ヽ
」
や
「
こ
」
の
次
に
続
け
る

『
エ
』
と
し
て
は
、
比
較
的
は
っ
き
り
し
た
字
体
「
え
」
を
選
択
し
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

二
つ
目
は
、
書
写
者
の
美
的
な
観
点
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
先
に
も
述
べ

た
よ
う
に
、
比
較
的
は
っ
き
り
と
し
た
字
体
の
「
え
」
は
、
「
ヽ
」
や
「
こ
」

に
接
続
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
衣
①
」
は
漢
字
に
接
続
す
る
。
こ
れ
は
、

文
字
の
大
小
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
字
体
を
使
い
分
け
た
と
も
考
え
ら
れ
よ

う
。 一

方
、
『
オ
』
に
は
『
エ
』
の
よ
う
な
傾
向
は
窺
わ
れ
な
い
。
「
於
」
に
下

接
す
る
文
字
は
、『
オ
カ
ム
』
の
「
可
①
」
一
例
、『
オ
ク
ノ
細
道
』
の
「
く
」

三
例
、
『
オ
ソ
ロ
シ
キ
』
の
「
曽
」
一
例
、
『
オ
モ
テ
』
の
「
毛
①
」
一
例
で

あ
る
が
。
し
か
し
、「
曽
」
以
外
は
、
総
て
「
お
」
に
も
下
接
す
る
文
字
だ
か

ら
で
あ
る
。
こ
の
『
オ
』
に
複
数
の
字
体
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

現
段
階
で
は
有
効
な
観
点
が
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 

 
 

五
、
ラ
行
音
に
お
け
る
仮
名
の
用
法 

 

表
４
を
一
瞥
す
る
と
、
ラ
行
音
は
、

本
文
献
に
お
い
て
自
立
語
の
語
頭

に
は
用
い
ら
れ
な
い
こ
と
が
分
か

る
。
し
た
が
っ
て
、
ラ
行
音
に
お
い

て
も
、
語
音
排
列
則
の
傾
向
が
看
取

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。 

で
は
、
ラ
行
音
に
お
い
て
自
立
語

と
付
属
語
、
語
頭
と
非
語
頭
と
で
字

体
を
使
い
分
け
て
い
る
か
否
か
に

つ
い
て
確
認
し
た
い
。 

 

ラ
行
音
は
、
本
文
献
に
お
い
て
自

立
語
の
語
頭
に
は
用
い
ら
れ
な
い 

た
め
、
語
頭
と
非
語
頭
と
で
字
体
を
使
い
分
け
る
可
能
性
は
、
直
ち
に
否
定

さ
れ
る
。
た
だ
、
ラ
行
音
は
ア
行
音
と
は
異
な
り
、『
ロ
』
を
除
い
て
付
属
語

を
構
成
す
る
。 

し
か
し
、
表
４
に
よ
っ
て
分
か
る
よ
う
に
、
『
ラ
』
『
リ
』
『
ル
』
『
レ
』
の

各
字
体
が
最
も
用
い
ら
れ
る
「
語
の
中
で
の
位
置
」
は
、「
良
」
と
「
礼
」
を

除
い
て
、
総
て
自
立
語
の
語
末
で
あ
る
。
そ
の
た
め
ラ
行
音
に
お
い
て
は
、

自
立
語
と
付
属
語
と
で
字
体
を
使
い
分
け
る
傾
向
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な

い
。
ま
た
「
良
」
は
一
一
一
例
中
三
九
例
、「
礼
」
は
三
例
中
一
例
が
語
末
で

用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
字
体
も
自
立
語
の
語
末
で
用
い
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
ラ
行
音
も
ア
行
音
と
同
様
に
、

自
立
語
と
付
属
語
、
語
頭
と
非
語
頭
と
で
字
体
を
使
い
分
け
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。 



こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
語
音
排
列
則
は
、
ラ
行
音
に
お
い
て
も
自
立
語
と

付
属
語
、
語
頭
と
非
語
頭
と
で
字
体
の
使
い
分
け
を
制
限
す
る
、
一
大
要
因

と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

と
こ
ろ
で
、
ア
行
の
『
エ
』『
オ
』
と
同
様
に
、
ラ
行
音
の
字
体
の
種
類
に

つ
い
て
見
て
み
る
と
、
自
立
語
と
付
属
語
、
語
頭
と
非
語
頭
と
で
字
体
を
使

い
分
け
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
複
数
の
字
体
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

そ
こ
で
、
ラ
行
音
に
つ
い
て
も
、
各
字
体
が
ど
の
よ
う
な
文
字
に
接
続
し
、

ど
の
よ
う
な
文
字
列
を
構
成
す
る
か
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
こ
こ
で
は
、

最
も
用
例
数
の
多
い
字
体
は
、
当
該
音
節
に
お
け
る
主
要
な
字
体
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
た
め
、
そ
れ
以
外
の
字
体
に
焦
点
を
当
て
、
当
該
音
節
に
お
い

て
、
何
故
そ
の
字
体
を
用
い
る
必
然
性
が
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
と
す
る
。 

以
下
、
ラ
行
音
に
お
い
て
、
用
例
数
の
少
な
い
字
体
の
み
が
接
続
す
る
文

字
、
或
い
は
用
例
数
の
少
な
い
字
体
の
方
が
多
く
接
続
す
る
文
字
を
列
挙
し

て
い
く
。 

 

先
ず
、『
ラ
』
に
お
け
る
「
ら
」
は
、
踊
字
「
ヽ
」
に
下
接
す
る
用
例
が
二

例
看
取
さ
れ
る
。
な
お
、「
良
」
が
踊
字
「
ヽ
」
に
下
接
す
る
例
は
看
取
さ
れ

な
か
っ
た
。
以
下
に
用
例
を
示
す
。 

 

〈
用
例
７
〉
雨
も
り
て
蚤
蚊
に
せ
ヽ
「
ら
」
れ
て
眠
ら
す 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

 

（
九
丁
表
・
14
行
目
）  

 

『
リ
』
は
、「
里
」
が
『
カ
ヽ
リ
』
と
い
う
文
字
列
に
お
い
て
、
踊
り
字
「
ヽ
」

に
下
接
す
る
際
、
「
り
」
二
例
に
対
し
て
「
里
」
四
例
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

以
下
に
用
例
を
示
す
。 

〈
用
例
８
〉
黒
髪
山
は
霞
か
ヽ
「
里
」
て
雪
い
ま
た 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 

  

（
三
丁
裏
・
12
行
目
）  

  

『
ル
』
は
、「
流
」
が
助
動
詞
『
ラ
ル
』
の
「
良
」
に
下
接
す
る
際
、「
る
」

一
例
に
対
し
て
「
流
」
四
例
が
用
い
ら
れ
る
。
以
下
に
用
例
を
示
す
。 

 

〈
用
例
９
〉
四
五
日
と
ヽ
め
ら
「
流
」
先
白
河
の
関
い
か
に 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

 

 

（
七
丁
裏
・
１
行
目
） 

  

『
レ
』
は
、「
連
」
と
「
れ
」
に
特
定
の
文
字
に
下
接
す
る
傾
向
が
見
ら
れ

る
。
「
れ
」
は
、
代
名
詞
『
コ
レ
』
の
「
こ
」
に
、
「
禮
」
の
三
例
に
対
し
て

「
れ
」
七
例
、
代
名
詞
『
ソ
レ
』
の
「
そ
」
に
、「
禮
」
一
例
に
対
し
て
「
れ
」

二
例
が
下
接
す
る
。
「
連
」
は
、
漢
字
に
下
接
す
る
傾
向
を
示
す
。
『
レ
』
が

漢
字
に
下
接
す
る
用
例
は
、
本
文
献
中
二
七
例
看
取
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、

二
二
例
は
、「
連
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
以
下
に
用
例
を
示
す
。 

 

〈
用
例
10
〉
真
砂
を
荷
ひ
給
ふ
こ
「
れ
」
を
遊
行
砂
持 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 

 

（
三
〇
丁
表
・
10
行
目
） 



〈
用
例
11
〉
申
さ
ら
は
と
云
て
人
を
頼
侍
「
連
」
は 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

 

（
一
七
丁
裏
・
３
行
目
） 

  

『
ロ
』
は
、
「
路
」
が
『
コ
ノ
シ
ロ
』
の
「
し
」
と
、
『
オ
ソ
ロ
シ
キ
』
の

「
曽
」
に
下
接
す
る
が
、
何
れ
も
用
例
は
一
例
の
み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
れ
ら
を
特
定
の
文
字
に
接
続
す
る
傾
向
が
あ
る
と
は
断
定
し
難
い
。
こ
の

「
路
」
を
あ
く
ま
で
例
外
的
な
も
の
と
見
れ
ば
、
事
実
上
、
用
い
ら
れ
る
字

体
を
一
種
と
見
る
の
が
穏
当
か
も
し
れ
な
い
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、『
ロ
』
を
除
く
ラ
行
音
に
お
い
て
、
複
数
の
字
体
を
用

い
る
要
因
は
、
特
定
の
文
字
に
接
続
す
る
か
否
か
だ
と
考
え
る
。『
エ
』
に
も

同
様
の
使
い
分
け
の
傾
向
が
み
ら
れ
た
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
自
立
語
と
付

属
語
、
語
頭
と
非
語
頭
と
で
字
体
を
使
い
分
け
な
い
音
節
に
お
い
て
、
複
数

の
字
体
を
用
い
る
の
は
、
接
続
す
る
文
字
に
よ
っ
て
字
体
を
使
い
分
け
、
誤

読
を
防
い
だ
り
、
文
字
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
り
す
る
こ
と
が
要
因
の
一

つ
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

六
、
ア
行
音
と
ラ
行
音
と
の
比
較 

  

こ
こ
ま
で
、
ア
行
音
と
ラ
行
音
の
仮
名
の
用
法
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た

が
、
仮
名
の
用
法
の
傾
向
に
は
、
次
の
共
通
点
と
相
違
点
と
が
考
え
ら
れ
た
。 

 

共
通
点
は
、
自
立
語
と
付
属
語
、
語
頭
と
非
語
頭
と
で
字
体
を
使
い
分
け

な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
ア
行
音
が
元
来
、
自
立
語
の
語
頭
に

し
か
立
た
な
い
こ
と
や
、
ラ
行
音
が
自
立
語
の
語
頭
に
は
立
た
な
い
と
い
う
、

語
音
排
列
則
の
存
在
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
奥
の
細
道
』

に
お
い
て
も
類
似
の
傾
向
が
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
近
世
に
あ
っ
て
も
そ
の

こ
と
が
基
本
的
な
原
則
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。 

 

し
か
し
、
用
い
ら
れ
る
字
体
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
ア
行
音
は
字
体
が
一

種
の
音
節
が
多
い
の
に
対
し
て
、
ラ
行
音
は
字
体
が
複
数
の
音
節
が
多
い
と

い
う
相
違
点
が
見
ら
れ
た
。 

こ
れ
は
、
自
立
語
の
語
頭
に
立
つ
か
否
か
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
よ
う
。
ラ
行
音
に
複
数
の
字
体
を
用
い
る
要
因
は
、
ど
の
文
字
に
下
接

す
る
か
に
よ
っ
て
字
体
を
使
い
分
け
、
誤
読
を
防
い
だ
り
文
字
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
エ
』

も
同
様
で
あ
っ
た
。 

こ
れ
に
対
し
て
、『
エ
』
以
外
の
ア
行
音
は
、
基
本
的
に
自
立
語
の
語
頭
に

用
い
ら
れ
る
た
め
、
語
の
中
で
何
ら
か
の
文
字
に
下
接
す
る
こ
と
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、『
ア
』『
イ
』『
ウ
』
は
、
複
数
の
字
体
を
用
い
る
必
要
が
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

八
、
ま
と
め 

  

本
稿
で
は
、
語
音
排
列
則
が
仮
名
の
使
い
分
け
を
制
限
す
る
一
大
要
因
と

な
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、『
奥
の
細
道
』
は
ア
行
音

と
ラ
行
音
に
お
い
て
、
何
れ
も
自
立
語
と
付
属
語
、
語
頭
と
非
語
頭
と
で
字

体
の
使
い
分
け
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
や
は
り
語
音
排
列
則
が
、
こ

れ
ら
の
仮
名
の
用
法
を
制
限
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
、
自
立
語
と
付
属
語
、
語
頭
と
非
語
頭
と
で
字
体
を
使
い

分
け
る
音
節
は
、
自
立
語
の
語
頭
と
非
語
頭
何
れ
に
も
用
い
ら
れ
る
音
節
で

あ
っ
た
。
こ
の
自
立
語
の
語
頭
と
非
語
頭
何
れ
に
も
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
、

そ
も
そ
も
字
体
を
使
い
分
け
る
要
件
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
ア



行
音
に
お
い
て
多
用
す
る
「
語
の
中
で
の
位
置
」
は
、
自
立
語
の
語
頭
で
あ

る
が
、
少
数
な
が
ら
非
語
頭
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
当
該
音
節
に
お
い
て

使
用
さ
れ
る
「
語
の
中
で
の
位
置
」
の
偏
り
が
、
字
体
の
使
い
分
け
に
影
響

を
与
え
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

ま
た
、『
エ
』
や
ラ
行
音
に
関
し
て
は
、
複
数
の
字
体
が
用
い
ら
れ
る
要
因

に
つ
い
て
も
考
察
を
行
っ
た
。
接
続
す
る
文
字
に
よ
っ
て
用
い
る
字
体
を
使

い
分
け
る
と
い
う
観
点
は
、
今
後
の
考
察
に
も
有
効
な
観
点
と
な
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
感
触
も
得
た
。 

 

今
後
は
、
ア
行
音
や
ラ
行
音
以
外
の
音
節
に
お
い
て
も
、
字
体
の
使
い
分

け
を
行
わ
な
い
場
合
、
付
属
語
を
構
成
し
な
い
こ
と
な
ど
が
要
因
と
な
っ
て

い
る
か
否
か
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
そ
の
音
節
に
複
数
の
字
体
が

用
い
ら
れ
る
場
合
に
は
、
特
定
の
文
字
列
と
関
連
性
が
あ
る
か
の
否
か
に
つ

い
て
も
、
考
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
併
せ
て
、
他
文
献
の
調
査
も
積
極

的
に
行
い
た
い
。 

 

［
注
］ 

 

（
１
）
佐
々
木
勇
「
御
物
本
『
更
級
日
記
』
の
仮
名
字
体
に
つ
い
て
」
（『
論
叢 

国
語

教
育
学
』
復
刊
第
四
号
（
通
巻
九
号
）、
二
〇
一
三
年
）
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。 

（
２
）
当
該
音
節
の
用
例
数
が
寡
少
で
あ
る
場
合
、
当
該
文
献
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の

使
い
分
け
が
看
取
さ
れ
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
可
能
性
と
し
て

は
、
ど
の
音
節
も
、
特
定
の
語
に
特
定
の
字
体
を
用
い
る
こ
と
や
、
行
頭
・
行

末
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
、
同
一
音
節
が
隣
接
す
る
こ
と
な
ど
は
起
こ
り
得
る
か

ら
で
あ
る
。 

（
３
）
語
音
排
列
則
と
い
う
名
称
は
、
小
倉
肇
「
「
衣
」
と
「
江
」
の
合
流
過
程
―
―

語
音
排
列
則
の
形
成
と
変
化
と
通
し
て
―
―
」
（
『
国
語
学
』
第
五
二
巻
一
号
、

二
〇
〇
一
年
）
に
依
拠
し
た
。 

（
４
）
橋
本
進
吉
「
国
語
変
遷
の
概
観
」（『
国
語
と
国
文
学
』
第
一
五
巻
第
一
〇
号
特

輯
号
、
一
九
三
八
年
）
に
詳
述
さ
れ
る
。
な
お
、
『
イ
』
『
ウ
』
に
つ
い
て
は
、

次
の
例
外
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
『
イ
』
は
、
「
か
い
（
橈
）
」
と
ヤ

行
上
二
段
活
用
動
詞
、『
ウ
』
は
「
ま
う
く
（
設
）」「
ま
う
す
（
申
）」
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
こ
れ
ら
は
例
外
的
な
も
の
で
あ
る
た
め
、『
イ
』『
ウ
』
も
他
の
ア

行
音
同
様
に
、
語
頭
に
し
か
立
た
な
い
傾
向
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
有
坂
秀
世
著
『
上
代
音
韻
攷
』
（
一
九
五
五
年
、
三
省
堂
）
に
は
、
同

様
の
指
摘
に
加
え
て
、
夙
に
、
契
沖
著
『
和
字
正
濫
抄
』
（
一
六
九
三
年
）
に

お
い
て
、
類
似
す
る
記
述
が
存
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。 

（
５
）
テ
ク
ス
ト
は
『
芭
蕉
自
筆
奥
の
細
道
』
（
一
九
九
七
年
、
岩
波
書
店
）
を
使
用

し
た
。
こ
れ
に
は
、
櫻
井
武
次
郎
氏
・
上
野
洋
三
氏
に
よ
る
解
説
が
あ
る
。
筆

写
年
時
に
つ
い
て
は
、
こ
の
解
説
に
依
っ
た
。
た
だ
し
、
本
文
献
が
芭
蕉
筆
か

否
か
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
、
未
だ
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い
。
櫻
井
氏
・
上

野
氏
は
、
芭
蕉
自
筆
説
を
採
る
が
、
他
筆
と
み
る
論
考
も
多
く
散
見
す
る
。
そ

の
た
め
、
芭
蕉
自
筆
と
は
断
定
し
難
い
た
め
、
所
蔵
者
の
名
を
採
っ
て
、
中
尾

本
『
奥
の
細
道
』
と
し
た
。
な
お
、
本
稿
に
引
用
し
た
用
例
（
影
印
）
は
、
総

て
前
掲
書
に
よ
っ
た
。 

（
６
）
拙
稿
「
蓬
左
文
庫
蔵
『
源
平
盛
衰
記
』
の
仮
名
の
用
法
―
仮
名
の
用
法
か
ら
見

た
語
の
意
識
―
」（『
こ
と
ば
と
く
ら
し
』
第
二
五
号
、
二
〇
一
三
年
）
に
詳
述

し
た
。 

（
７
）『
源
平
盛
衰
記
』（
一
九
七
三
～
一
九
七
四
年
、
汲
古
書
院
）
に
お
け
る
渥
美
か

を
る
氏
の
解
題
に
依
れ
ば
、
『
盛
衰
記
』
の
書
写
年
時
は
、
慶
長
一
六
年
と
さ

れ
て
い
る
。
『
奥
の
細
道
』
は
自
筆
と
は
断
定
し
き
れ
な
い
も
の
の
、
成
立
と

さ
れ
る
元
禄
六
～
七
年
に
近
い
時
期
に
写
さ
れ
た
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
今
後
、

他
文
献
の
調
査
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
『
盛
衰
記
』
に
見
ら
れ
た
仮
名

の
用
法
が
近
世
の
も
の
か
否
か
、
検
証
は
可
能
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
た
だ
、

語
音
排
列
則
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
に
際
し
て
、
『
奥
の
細
道
』
を
取
り
上
げ



る
積
極
的
な
理
由
は
少
な
い
。
し
か
し
、
も
し
近
世
の
文
献
に
お
い
て
も
、
ア

行
音
と
ラ
行
音
に
、
語
音
排
列
則
の
傾
向
が
看
取
さ
れ
、
か
つ
当
該
音
節
に
自

立
語
と
付
属
語
、
語
頭
と
非
語
頭
と
で
字
体
を
使
い
分
け
な
い
こ
と
が
判
明
し

た
場
合
は
、
語
音
排
列
則
こ
そ
が
、
こ
れ
ら
の
使
い
分
け
を
制
限
す
る
一
大
要

因
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。 

（
８
）
こ
こ
で
は
、［e
］
と
［je

］
と
が
区
別
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
、
そ
の
後
［je

］ 

に
統
一
さ
れ
た
こ
と
の
み
述
べ
た
が
、
注
（
２
）
論
に
は
、
こ
の
［e

］
と
［je

］

と
が
混
同
さ
れ
て
い
く
過
程
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
。 

（
９
）
矢
田
勉
「
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
平
仮
名
字
体
の
変
遷
」（『
国
語
文
字
史

の
研
究 

四
』
一
九
九
八
年
、
和
泉
書
院
）
に
詳
述
さ
れ
る
。 

（
10
）
脇
園
学
「
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
『
源
平
盛
衰
記
』
に
お
け
る
仮
名
の
用
法

に
つ
い
て
の
研
究
」
（
新
潟
大
学
教
育
人
間
科
学
部
、
平
成
二
二
年
度
卒
業
論

文
）
に
詳
し
い
。 

（
11
）
慣
習
に
倣
う
こ
と
は
、『
ウ
』
に
限
ら
ず
、
ど
の
音
節
に
も
該
当
す
る
。『
ア
』

『
イ
』『
オ
』
も
、『
ウ
』
同
様
に
語
音
排
列
則
に
基
づ
く
慣
習
に
倣
っ
て
、
字

体
を
選
択
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

  

［
付
記
］ 

  

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
鈴
木
恵
先
生
よ
り
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
多
く
の

方
々
か
ら
貴
重
な
ご
助
言
を
賜
っ
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。 

（
新
潟
大
学
大
学
院
修
士
課
程
二
年
次
在
学
） 

    

                          



【資料①】  中尾本『奥の細道』仮名字体表 

 

 

 



【資料②】字体毎の自立語・付属語、「語の中での位置」分類表 

 

音節 字体 語頭 語中 語末 語頭 語中 語末 一音節 計 音節 字体 語頭 語中 語末 語頭 語中 語末 一音節 計
ア あ 111 8 119 年 5 10 15
イ い 49 5 1 4 59 ね 1 1 2
ウ う 20 7 9 36 の 3 27 56 4 413 503

衣① 1 8 9 能 3 62 65
え 1 8 9 乃 1 25 26
お 32 1 33 者 19 20 12 5 56 112
於 7 7 盤 1 63 64
可① 57 126 9 3 3 43 241 ハ 8 9 44 61
可② 34 29 3 2 2 3 73 ヒ ひ 10 15 69 94
か 4 1 5 ふ 8 12 57 77

キ き 13 9 49 9 80 婦 17 9 1 27
く 10 20 32 2 64 へ 5 28 11 4 2 3 53
具 3 3 遍 1 2 4 1 8
氣 6 3 21 1 31 本 8 15 3 26
け 3 1 9 1 14 ほ 1 5 1 7
遣 1 4 7 12 ま 23 35 20 9 87
介 2 3 1 2 8 万 1 2 3
希 1 2 2 1 6 み 16 11 20 2 49
こ 50 21 10 23 104 ミ 3 3 8 2 16
古 4 4 む 22 6 8 1 37

サ さ 29 25 19 10 83 無① 1 6 7
し 5 51 104 26 17 23 226 舞 1 2 3
志 41 6 8 55 無② 1 1 2
春 18 16 23 19 76 め 8 5 27 1 41
す 11 10 4 5 9 39 免 2 2 4
須 1 1 2 も 4 69 73

セ せ 7 3 21 4 6 41 毛① 26 18 44
そ 11 11 3 5 30 毛② 22 8 2 1 33
楚 10 3 13 ヤ や 13 31 4 3 54 105
曽 2 1 3 ユ ゆ 5 9 9 23
多① 13 64 17 23 117 ヨ よ 23 11 26 60
堂 12 7 1 12 32 良 49 39 14 1 8 111
多② 5 1 6 ら 2 3 1 2 8
た 5 1 6 り 21 95 90 3 209

チ ち 13 3 6 22 里 2 18 3 1 24
つ 28 31 1 5 65 梨 3 1 4
川 11 11 る 33 98 1 33 15 180
て 3 13 39 157 212 流 14 7 3 24
天 1 12 146 159 類 4 1 1 6
亭 1 1 2 禮① 5 46 14 9 74
と 16 26 13 5 6 9 123 198 連 3 36 10 4 53
登 2 1 4 8 10 71 96 れ 2 22 1 4 29
止 15 1 16 禮② 1 1 1 3
な 26 33 3 24 1 87 ろ 11 6 17
奈① 7 13 1 8 1 30 路 1 1 2
那① 2 4 1 7 王 20 1 21
奈② 2 1 1 3 7 わ 9 9
那② 4 2 1 7 ヰ ゐ 1 1
尓 1 9 1 183 194 ヱ ゑ 1 1 1 3
丹 11 12 98 121 を 9 1 234 244
耳 10 76 86 越 44 44
に 1 16 47 64 ン ん 2 2 3 9 16
ぬ 3 2 5 24 34
奴 1 9 10
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